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去
る
五
月
二
二
日(

金)

、
ベ
ル
ナ
ー
ル
酒

田
を
会
場
に
当
会
第
二
八
回
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
、
議
案
は
提
案
通
り
可
決
・
承
認
さ

れ
、
今
年
度
の
事
業
方
針
が
確
定
致
し
ま
し

た
。前

田
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、
①
未
曾
有
の

厳
し
い
環
境
に
係
わ
ら
ず
会
員
拡
大
に
ご
尽

力
頂
い
た
こ
と
へ
の
深
い
感
謝
と
と
も
に
、

②

｢
特
例
民
法
法
人｣

に
な
っ
た
現
在
、
新

組
織
へ
の
転
換
に
向
け
て
、
会
員
各
位
の
変

わ
ら
ぬ
協
力
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

恒
例
に
よ
り
、
議
事
に
先
立
っ
て
平
成
二

〇
年
度
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
こ
の
一
年
の

軌
跡
に
見
合
っ
て
、
例
年
に
な
く
多
数
の
功

労
者
に
対
し
、
表
彰
楯
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。(

別
掲)

今
年
度
の
課
題
は
、｢

平
成
二
一
年
度
事

業
方
針
の
骨
子｣

(

別
掲)

で
報
告
の
通
り

で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
期
に
当
た
り
、
理
事
五
人
・
監

事
一
人
を
新
任
し
、
引
き
続
き
前
田
会
長
を

陣
頭
に
新
体
制

(

別
掲)

の
下
で
、
原
点
で

あ
る

｢

税｣

に
関
す
る
諸
活
動
を
基
軸
に
据

え
て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
総
会
を
以
っ
て
、
当
会
理
事
を

ご
勇
退
の
新
田
嘉
一
氏

(

㈱
平
田
牧
場)

と

佐
藤
茂
氏

(

酒
田
米
菓
㈱)

の
両
氏
に
対
し
、

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
引
き
続
き
公
開
の
記
念
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
記
者
で
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

小
林
和
男
氏
を
お
迎
え
し
、｢

プ
ー
チ
ン
首

相
の
ロ
シ
ア
と
日
本｣

と
題
し
て
講
演
頂
き

ま
し
た
。(

別
掲)
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小林 元雄 荘内振興㈱

後藤 毅 荘内証券㈱

畠中 昭治 日之出石油㈱

児玉 健一 ㈱エコー

9.�6:;<=34>78

大場 弥市 大場建設㈱

阿曽 信幸 酒井鈴木工業㈱

五十嵐 亮 日新開発㈱

伊藤 功 林建設工業㈱

西村 慶治 西村鉄工㈱

斉藤 昇 ㈲昇写真館

金内 勝彦 ㈱キャドウイング

広瀬 敏勝 荘内防災工業㈱

阿部 孝志 阿部建設㈱

?.�6:;@ABCDE78

北 部 地 区 (地区長 池田 求)

中央上地区 (地区長 五十嵐 亮)

東 部 地 区 (地区長 西村 慶治)

八 幡 地 区 (地区長 阿部 孝志)

F.GH�IJKLM>78

池田 香 ㈲不二

藤井 卓夫 ㈲藤井教材社

壹岐 公人 庄内空港ビル㈱

水田 方一 酒田天然瓦斯㈱
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今
年
度
は
、｢
特
例
民
法
法
人｣

と
し
て

｢

公
益
認
定｣

に
向
け
て
、

全
法
連
お
よ
び
山
形
県
連
の
動
向
を

見
定
め
な
が
ら
、
慎
重
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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全
法
連
は
、｢

平
成
二
二
年
度
税

制
改
正
に
関
す
る
提
言｣

を
一
〇
月

開
催
予
定
の
全
国
大
会
に
向
け
て
取

り
纏
め
る
方
針
で
あ
り
、
当
会
と
し

て
も
税
制
委
員
会
を
中
心
に
、
県
連

を
通
じ
た
意
見
反
映
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
昨
今
は
税
制
改
正
以
前
の
社

会
・
経
済
の
構
造
変
化
に
、
国
の
仕

組
み
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
観
が
否

め
ま
せ
ん
が
、
中
小
企
業
の
活
力
が

国
の
基
盤
を
支
え
て
い
る
と
の
認
識

に
立
っ
て
、
粘
り
強
く
取
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
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昨
年
十
二
月
一
日
以
降
、
当
会
も

自
動
的
に

｢

特
例
民
法
法
人｣

と
な

り
ま
し
た
。
移
行
猶
予
期
間
が
五
年

を
切
っ
た
訳
で
、
一
両
年
中
に
は

｢

新
組
織｣

へ
の
移
行
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
組
織
と
会
計
の
一
元
化
は
、

既
に
目
途
が
つ
き
ま
し
た
し
、
活
動

実
態
か
ら
し
て
も
問
題
は
な
い
も
の

と
判
断
し
て
お
り
ま
す
が
、
主
務
官

庁
た
る
税
務
署
か
ら
、
県
の

｢

公
益

認
定
等
委
員
会｣
と
の
新
た
な
関
係

と
な
る
こ
と
か
ら
、
提
出
す
る
書
類

の
書
式
に
始
ま
り
、
運
用
ソ
フ
ト
の

構
築
ま
で
、
結
構
時
間
を
要
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
全
法
連
の
申

請
時
期
が
当
初
方
針
よ
り
遅
れ
て
い

る
こ
と
に
鑑
み
、
総
務
委
員
会
を
中

心
に
慎
重
に
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
定
款
の
見
直
し
・
公

益
事
業
比
率
の
明
示

(

過
半
は
ク
リ

ア
し
て
い
る
も
の
の
数
値
と
し
て
ど

う
明
示
で
き
る
か
？)

・
関
連
帳
票

の
整
備
で
あ
り
ま
す
。
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昨
年
度
は
、｢

地
区
運
営｣

に
組

織
を
一
元
化
し
た
初
年
度
で
あ
り
、

地
域
活
動
の
重
視
を
心
掛
け
て
き
ま

し
た
。
具
体
的
に
は

｢

地
区
役
員
会｣

の
定
期
開
催
を
目
指
し
、
開
催
時
期
・

内
容
の
早
期
伝
達
と
、
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
重
視
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

事
業
環
境
の
厳
し
さ
と
相
俟
っ
て
、

会
員
相
互
の
連
携
を
図
る
に
難
し
い

局
面
に
あ
り
、
思
い
通
り
と
は
行
か

な
い
こ
と
は
当
然
な
が
ら
、
い
く
つ

か
の
可
能
性
を
見
出
せ
た
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、｢

酒
田
ふ
れ
あ

い
商
工
会｣

の
発
足
で
、
遊
佐
町
商

工
会
と
合
わ
せ
、
改
め
て
相
互
に
会

員
登
録
を
行
い
、
共
催
事
業
の
企
画
・

参
加
も
積
極
的
に
行
う
こ
と
と
致
し

ま
し
た
。

今
年
度
、
新
役
員
体
制
の
下
で
、

｢

地
域
貢
献｣

で
き
る
組
織
と
し
て
、

周
囲
の
知
名
度
・
認
知
度
を
高
め
つ

つ
、｢

会
員
の
集
い
の
場｣

と
な
る

よ
う
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
仰
ぐ
も
の

で
す
。

公
開
講
演
会
・
研
修
・
講
習
会
を

通
じ
、
延
べ
二
千
三
百
名
余
り
の
参

加
者
を
得
ま
し
た
し
、
と
り
わ
け
十

一
月
の

｢

税
を
考
え
る
週
間｣

で
の

記
念
講
演
会

(

加
賀
美
幸
子
氏

｢

こ

こ
ろ
を
動
か
す
言
葉｣

)

で
は
、
会

場
一
杯
・
七
百
名
超
の
聴
衆
で
埋
ま

り
ま
し
た
。
如
何
に
会
員
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
得
る
か
が
大
切
で
あ
り
、
そ

こ
か
ら
新
た
な
組
織
強
化
の
芽
が
出

て
く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
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ｅ
�
Ｔ
ａ
ｘ
の
活
用
促
進
に
協
力

す
る
立
場
で
、｢

Ｗ
ｅ
ｂ
化
促
進
委

員
会｣

を
中
心
に
調
査
・
啓
蒙
活
動

に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。
昨
年
九
月

に
内
閣
府
が
発
表
し
た

｢

オ
ン
ラ
イ

ン
利
用
拡
大
行
動
計
画｣

に
よ
れ
ば
、

国
税
の
み
な
ら
ず
政
府
全
体
と
し
て
、

｢

電
子
政
府｣

を
目
指
し
登
記
・
社

会
労
働
保
険
・
そ
の
他
の
申
請
・
手

続
業
務
を
、
平
成
二
一
年
度
か
ら
三

年
間
に
集
中
的
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、

国
税
業
務
の
電
子
化
目
標
も
見
直
さ

れ
、
平
成
二
三
年
度
末
・
五
五
％
、

平
成
二
五
年
度
末
・
六
五
％
と
設
定

さ
れ
ま
し
た
。
酒
田
税
務
署
管
内
の

本
年
三
月
末
実
績
は
、
ほ
ぼ
順
調
に

推
移
し
て
お
り
ま
す
が
、
見
直
し
目

標
値
は
か
な
り
高
い
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

一
方
、
県
税
の
電
子
化
と
今
年
度

酒
田
市
も
準
備
に
入
っ
て
い
る
、
ｅ

Ｌ
�
Ｔ
ａ
ｘ

(

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ

ス
テ
ム)

に
も
、
地
方
税
務
行
政
全

般
の
効
率
化
の
観
点
か
ら
、
協
力
し

て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

当
会
と
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
会
員
各
社
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
を
積
極
的
に

進
め
、｢

ネ
ッ
ト
交
流
の
場｣

を
充

実
す
る
と
と
も
に
、
各
種
情
報
伝
達

に
Ｗ
ｅ
ｂ
活
用
の
環
境
造
り
に
努
め

た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に

｢

Ｗ
ｅ
ｂ
化
促
進
委
員
会｣

を
中
心

に
、
急
速
に
進
展
す
る
ハ
イ
テ
ク
技

術
や
Ｉ
Ｔ
技
術
の
最
新
情
報
の
受
け

皿
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
高
度
情

報
化
の
流
れ
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
、

税
務
業
務
の
円
滑
な
運
営
に
寄
与
し

た
い
と
考
え
ま
す
。
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定
例
の
決
算
・
新
設
法
人
・
年
末

調
整
の
説
明
会
と
講
習
会
を
、
年
間

計
画
に
基
づ
き
、
税
務
当
局
と
連
携

し
て
実
施
し
ま
す
。
三
水
会
と
も
連

携
し
な
が
ら
、
経
営
・
法
律
・
ビ
ジ

ネ
ス
実
務
関
係
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
つ
つ
、
公
開
講
座
も
織
り
交
ぜ
て
、

社
会
貢
献
に
も
役
立
ち
た
い
も
の
と

し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
も

｢

出
前
租
税
教

室｣

を
市
内
小
学
校
・
四
校
で
六
月

に
実
施
し
ま
し
た
。
一
一
月
の

｢

税

を
考
え
る
週
間｣

で
、
こ
れ
ま
で
の

記
念
講
演
会
に
代
え
て
、
一
一
月
一

一
日(

水)

夕
刻
に
市
民
会
館
を
会
場

に
、｢

吉
川
よ
し
ひ
ろ｣

(

チ
ェ
ロ
奏

者)

に
よ
る

｢

コ
ン
サ
ー
ト
＆
ト
ー

ク
ス
テ
ー
ジ
の
夕
べ｣

の
開
催
に
向

け
て
準
備
中
で
あ
り
ま
す
。(

別
掲)
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全
法
連
と
保
険
会
社
三
社
が
開
発

し
た

｢

経
営
者
大
型
保
障
制
度｣

や

｢

が
ん
保
険｣

等
の
会
員
優
遇
制
度

に
つ
い
て
、
そ
の
有
用
性
を
周
知
し
、

斡
旋
普
及
に
努
め
ま
す
。
と
り
わ
け

庄
内
地
方
に
お
け
る

｢

が
ん
罹
患
率｣

が
全
国
の
中
で
も
一
、
二
を
争
う
位

置
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
健
康
管
理
と

と
も
に
保
険
の
備
え
を
勧
め
て
い
き

ま
す
。
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役 職 氏 名 法 人 名 地 区 氏 名 役職・法人名

会 長 前 田 直 己 前 田 製 管 ㈱ 南部 ◎ 畠 中 昭 治 理 事

副 会 長 弦 巻 伸 ㈱ 弦 巻 ○ 広 瀬 敏 勝 荘 内 防 災 工 事 ㈱

〃 大 滝 健 二 ㈲ 木 村 屋 ○ 土 門 孝 康 ㈱ 最 上 部 品

〃 滝 井 宗 一 滝井生コンクリート㈱ 河南 ◎ 庄 司 正 喜 コ ー ワ ㈱

理 事 上 林 直 樹 ㈱ 上 林 鉄 工 所 ○ 須 藤 重 彦 ㈱ 須 藤 製 作 所

〃 佐 藤 淳 司 東 北 銘 醸 ㈱ 遊佐 ◎ 那 須 良 太 理 事

〃 大 井 誠一郎 大 井 建 設 ㈱ ○ 庄 司 茂 正 庄 司 建 設 工 業 ㈱

〃 佐 藤 悌 夫 ㈱ 日 東 軽 金 ○ 金 子 誠 金 子 建 設 ㈱

〃 平 野 宣 ㈱ 平 野 新 聞 舗 八幡 ◎ 阿 部 孝 志 理 事

〃 和 島 公 せ ん じ ん 商 事 ㈱ ○ 高 橋 正 幸 八 幡 燃 料 ㈱

〃 小 林 元 雄 荘 内 振 興 ㈱ ○ 小 野 浩 弥 ㈲ 一 條 製 材 所

〃 後 藤 毅 荘 内 証 券 ㈱ 松山 ◎ 斎 藤 光 也 理 事

〃 畠 中 昭 治 日 之 出 石 油 ㈱ ○ 冨 樫 秀 克 冨 樫 建 設 ㈱

〃 斎 藤 光 也 松 山 車 輌 ㈲ ○ 池 田 一 喜 松 山 観 光 バ ス ㈱

〃 鈴 木 良 博 ㈱ み な と 平田 ◎ 今 野 博 理 事

〃 林 有一郎 林 建 設 工 業 ㈱ ○ 三 浦 勇 平 ㈲ 石 の ミ ウ ラ

〃 石 井 幸 ㈱ 石 井 製 作 所 ○ 佐 藤 達 也 ㈱庄内エコポリス

〃 羽 田 久 夫 羽田スクリーン印刷㈱
� �
��
 ���
� ���
��〃 秋 野 明 酒 田 海 陸 運 送 ㈱

〃 池 田 求 ㈱ 千 代 田 委 員 会 氏 名 役 職 ・ 所 属

〃 那 須 良 太 ㈱ 共 栄 建 材

組

織

委

員

会

◎ 弦 巻 伸 副 会 長

〃 高 橋 幸 雄 ㈱ 丸 高 ○ 上 林 直 樹 (北 部 地 区) 理事

〃 上 野 重 征 ㈱ ユ ー テ ッ ク 高 橋 幸 雄 (駅 東 地 区) 〃

〃 阿 部 孝 志 阿 部 建 設 ㈱ 後 藤 毅 (中央上地区) 〃

〃 加 藤 聡 加 藤 総 業 ㈱ 小 林 元 雄 (中央下地区) 〃

〃 水 田 方 一 酒 田 天 然 瓦 斯 ㈱ 佐 藤 悌 夫 (東 部 地 区) 〃

〃 西 村 慶 治 西 村 鉄 工 ㈱ 上 野 重 征 (南 部 地 区) 〃

〃 加賀谷 勝 也 ㈱ メ ッ ク カ ガ ヤ 加賀谷 勝 也 (河 南 地 区) 〃

〃 佐々木 雅 晴 菊 勇 ㈱ 那 須 良 太 (遊 佐 地 区) 〃

〃 大 場 弥 市 大 場 建 設 ㈱ 阿 部 孝 志 (八幡・松山・平田) 〃

〃 井 上 義 裕 ㈱ 新 和 設 備 税
制
委
員
会

◎ 石 井 幸 理 事

〃 大 野 省太郎 東北東ソー化学㈱ ○ 岩 井 昭 作 三 水 会

〃 鈴 木 信 次 酒田共同火力発電㈱ 阿 部 孝 志 理 事

〃 鈴 木 豊 章 ㈱ 庄 内 ク ボ タ 齋 藤 博 紀 理 事

〃 池 田 健 一 ㈱ ふ と ん の 池 田 池 田 信 也 三 水 会

〃 今 野 博 ㈱ サ カ タ フ ー ズ

総

務

委

員

会

◎ 大 滝 健 二 副 会 長

〃 新 田 嘉 七 ㈱ 平 田 牧 場 ○ 佐々木 雅 晴 理 事

〃 齋 藤 博 紀 ㈱齋藤農機製作所 池 田 求 理 事

監 事 五十嵐 亮 日 新 開 発 ㈱ 阿 部 昭 青年部会ＯＢ

〃 土 田 徹 ㈲マネジメントサポート 斎 藤 英 輔 青年部会ＯＢ

堀 米 美恵子 女 性 部 会
�  !	
�� !� �� !�� 斉 藤 修 一 青 年 部 会

地 区 氏 名 役職・法人名 本 間 洋 子 三 水 会

北部 ◎ 池 田 求 理 事
広
報
委
員
会

◎ 滝 井 宗 一 副 会 長

○ 大 場 弥 市 理 事 ○ 大 井 誠一郎 理 事

駅東 ◎ 伊與田 孝 守 屋 機 工 ㈱ 渡 部 博 夫 青年部ＯＢ

○ 進 藤 芳 明 ㈱進藤建築設計事務所 佐 藤 憲 二 青 年 部 会

中央上◎ 五十嵐 亮 監 事 池 田 悦 子 女 性 部 会

○ 池 田 健 一 ㈱ ふ と ん の 池 田 鈴 木 啓一郎 青 年 部 会

中央下◎ 斎 藤 俊 一 ㈱さいとう精肉店 Web
化
委
員
会

◎ 平 野 宣 理 事

○ 荒 木 照 夫 ㈲ 荒 木 米 穀 店 ○ 加 藤 聡 理 事

東部 ◎ 西 村 慶 治 理 事 大 谷 正 樹 青 年 部 会

○ 中 村 穣 ハ ク ヨ ウ 電 気 ㈱ 佐 藤 清 人 三 水 会
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今
回
の
プ
ー
チ
ン
首
相
の
来
日
は
、

五
月
一
二
日
午
前
二
時
と
い
う
タ
イ

ト
な
日
程
の
中
で
、｢
プ
ー
チ
ン
と

柔
道
の
心｣

と
い
う
本
の
出
版
記
念

パ
ー
テ
イ
ー
で
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

彼
曰
く
、
①
世
界
全
体
を
愛
す
る
こ

と
は
簡
単
だ
。
し
か
し
、
隣
国
と
仲

良
く
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、

②
日
本
は
す
ご
い
！
資
源
も
な
い
の

に
、
輸
出
で
世
界
に
冠
た
る
経
済
大

国
と
な
っ
て
い
る
。
知
識
・
技
術
・

文
化
を
輸
出
す
る
こ
と
で
、
立
派
に

成
立
っ
て
い
る
…
…
と
。

彼
の
胸
中
に
は
、
隣
国
問
題
が
あ

る
こ
と
と
、
ロ
シ
ア
は
資
源
が
元
手

で
金
は
入
っ
て
く
る
が
、
国
の
成
立

ち
の
基
本
に
、｢

文
化｣

を
据
え
る

決
意
で
あ
る
と
看
て
と
れ
た
…
…
と

前
お
い
て
講
演
に
入
っ
た
。

日
本
人
に
と
っ
て
、
戦
後
中
立
条

約
を
破
っ
て
攻
め
て
き
た
ロ
シ
ア
の

評
判
は
良
く
な
い
。
充
分
な
取
材
に

基
づ
か
な
い
マ
ス
コ
ミ
報
道
が
、
こ

れ
に
輪
を
掛
け
て
い
る
。
ロ
シ
ア
は

何
と
言
っ
て
も
大
国
、
是
非
と
も
本

日
の
話
が
、
目
か
ら
ウ
ロ
コ
と
な
っ

て
い
た
だ
く
と
幸
い
だ
。

ま
ず
は
、
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統

領
と
の
二
人
の
関
係
に
つ
い
て
と
、

次
に
日
本
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
る
。

大
統
領
は
、
大
学
・
Ｋ
Ｇ
Ｂ
と
も
に
、

プ
ー
チ
ン
の
後
輩
に
当
た
り
、
大
統

領
に
就
任
し
て
、｢

プ
ー
チ
ン
路
線

の
継
承｣

を
宣
言
し
て
い
る
。
ロ
シ

ア
国
民
は
、
プ
ー
チ
ン
の
手
法

(
政

策)

で
、
政
治
の
力
を
知
っ
た
。
そ

れ
ま
で
の
混
乱
は
、
政
府
と
政
商
が

国
を
牛
耳
り
、
経
済
を
混
乱
さ
せ
た
。

パ
ン
の
値
段
が
、
一
晩
で
五
〇
〇
倍

に
。
ま
た
新
貨
幣
切
替
で
、
冨
の
偏

在
を
来
た
し
た
。
プ
ー
チ
ン
が
登
場

し
、
そ
の
八
年
間
で
国
民
の
実
質
賃

金
が
一
〇
〜
二
〇
％
も
上
昇
し
、
一

気
に
信
頼
を
回
復
し
た
。

金
が
国
民
・
庶
民
に
回
る
。
外
貨

準
備
高
で
、
一
〇
〇
億
ド
ル
か
ら
、

八
年
間
で
五
六
倍
ま
で
達
し
た
。
現

在
、
外
貨
保
有
で
中
国
・
日
本
に
次

い
で
第
三
位
に
ロ
シ
ア
が
位
置
づ
け

ら
れ
る
。

ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
出
来
た

か
？第

一
に
、｢

国
益｣

の
た
め
に
国

際
情
勢
を
う
ま
く
使
う
と
い
う
手
法
。

具
体
的
に
は
、
政
権
に
就
い
て
二
年

目
に
対
独
負
債
を
一
八
分
の
一
に
減

ら
し
た
こ
と
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
を

以
っ
て
、
国
民
の
支
持
を
大
き
く
勝

ち
得
る
結
果
に
な
っ
た
。

第
二
に
、
非
常
に
長
い
目
で
布
石

を
打
っ
て
い
る
こ
と
。
三
年
・
五
年

経
っ
て
、
そ
の
凄
さ
が
分
か
る
。

政
商
か
ら
国
家
資
産
を
取
り
戻
し
、

国
営
化
し
て
実
質
賃
金
の
上
昇
に
貢

献
し
た
。
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
新
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
敷
設
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
の
関
係
が
急
接
近
し
て
い
る
。

冷
戦
崩
壊
か
ら
二
〇
年
。
米
国
・
オ

バ
マ
政
権
の
誕
生
で
、
そ
の
残
滓
か

ら
漸
く
脱
出
の
兆
し
が
伺
わ
れ
る
。

プ
ー
チ
ン
の
人
間
性
に
触
れ
る
と
、

｢

柔
道｣

と
の
出
会
い
が
、
不
良
・

短
気
で
あ
っ
た
彼
を
変
え
た
。

首
相
公
邸
に
道
場
を
持
ち
、｢

修
身｣

を
学
び
、
ス
ポ
ー
ツ
の
域
を
越
え
た

｢

哲
学｣
と
し
て
捉
え
て
い
る
。｢

法

に
従
っ
て
や
れ
！｣

と
機
会
あ
る
ご

と
に
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
プ
ー
チ

ン
を
嫌
い
で
も
い
い
が
、
国
民
の
支

持
率
が
六
〇
％
を
下
ら
な
い
こ
と
の

意
味
を
考
え
る
べ
き
だ
。

日
本
海
は
、
地
図
を
引
っ
く
り
返

す
と
、｢

一
衣
帯
水｣

で
、
大
陸
か

ら
見
て

｢

湖｣

に
見
え
る
。
酒
田
は

港
と
し
て
、
誠
に
好
位
置
に
あ
り
こ

れ
か
ら
の
発
展
に
期
待
し
た
い
。
…

…
と
結
ん
だ
。
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青
年
部
会
は
、
こ
の
一
年
の
活
動

総
括
と
新
年
度
の
事
業
計
画
を
確
立

す
る
た
め
、
東
急
プ
ラ
ザ
を
会
場
に

四
月
二
三
日(

木)

、
通
常
総
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

昨
年
度
、
設
立
一
五
周
年
を
迎
え

た
こ
と
か
ら
、
さ
さ
や
か
な
祝
賀
会

を
開
催
し
た
他
、
記
念
植
樹
を
行
い

ま
し
た
。
課
題
の
会
員
拡
大
に
注
力

の
結
果
、
世
代
交
代
期
で
減
員
傾
向

の
中
、
九
名
の
新
入
会
員
を
迎
え
た

こ
と
は
、
大
い
に
評
価
で
き
る
と
い

え
ま
す
。
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
の

｢

出
前
租
税
教
室｣

や
企
業
訪
問
、

そ
し
て
税
務
セ
ミ
ナ
ー
と
継
続
課
題

に
積
極
的
に
取
組
み
、
共
催
事
業
と

合
わ
せ
酒
田
法
人
会
の
事
業
推
進
力

と
し
て
、
遺
憾
な
く
そ
の
組
織
力
を

発
揮
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
役
員
改
選
期
で
二
一
・

二
二
年
度
の
役
員
体
制
が
確
立
し
、

大
谷
部
会
長
の
二
期
目
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
新
年
度
も
こ
れ
ま
で
の

事
業
の
継
続
と
組
織
拡
大
に
努
力
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

四
月
例
会
に
合
わ
せ
て
、
四
月
一

五
日(

水)

に
三
水
会
の
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

｢

年
間
事
業
計
画｣

に
沿
っ
て
、

税
務
・
財
務
・
経
理
の
専
門
分
野
は

い
う
に
及
ば
ず
、
経
営
課
題
や
労
務
・

営
業
分
野
ま
で
、
幅
広
く
実
務
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
未
曾

有
の

｢

金
融
危
機｣

と
電
子
化
社
会

の
本
格
到
来
を
受
け
て
の
分
か
り
易

い
講
習
会
は
、
時
宜
を
得
て
好
評
で

し
た
。
ま
た
、
先
進
企
業
の
訪
問
も

継
続
し
て
取
組
む
と
と
も
に
、
共
催

事
業
に
も
積
極
的
に
参
画
し
、
会
員

相
互
の
実
務
知
識
の
修
得
と
能
力
向

上
に
努
め
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
代
表
幹
事
の
交

代
で
、
池
田
信
也
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
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去
る
四
月
二
八
日(

火)
、
女
性
部

会
の
通
常
総
会
は
、
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ

＆
ガ
ー
デ
ン
酒
田
を
会
場
に
、
設
立

一
五
年
を
迎
え
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
一
年
、
四
月
の
総
会
以
降
、

｢

役
員
会｣

を
中
心
に
四
つ
の
委
員

会
が
事
業
の
企
画
・
立
案
を
分
担
し
、 ｢

組
織
的
に
活
動
す
る｣

こ
と
を
み

ん
な
で
考
え
、
実
行
し
て
き
た
年
で

し
た
。
具
体
的
に
は
、
臨
時
も
含
め

て
、
六
回
の
役
員
会
を
開
催
し
、
各

委
員
会
が
テ
ー
マ
を
決
め
て
実
施
し

た
、
課
外
研
修
・
絵
手
紙
教
室
・
裁

判
員
制
度
・
新
年
の
集
い
は
、
こ
れ

ま
で
に
な
く
多
数
の
参
加
を
得
て
、

大
変
好
評
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
度
は
、
役
員
改
選
の
年
で
二

一
・
二
二
年
度
の
新
体
制
を
確
立
し
、 ｢

年
間
事
業
計
画｣

の
テ
ー
マ
も
決

ま
り
、
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
ま
た
、
親
会
の｢

公
益
認
定｣

に
向
け
た

｢

会
計
の
一
元
化｣

に
合

わ
せ
、
収
支
予
算
の
書
式
は
変
わ
る

も
の
の
、
活
動
の
主
体
性
を
今
後
と

も
尊
重
し
つ
つ
、｢

出
前
租
税
教
室｣

等
の
社
会
貢
献
・
共
催
事
業
に
も
積

極
的
に
取
組
む
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

ま
し
た
。
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